「保健体育科」学習指導案

                                                             広島県立広島中・高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教諭　田端　真理子
	本学習指導案のポイント（スポーツ振興課指導主事　井上　奈巳）
本事例は，中学校第第３学年と高等学校第１学年の２年間の指導と評価の計画を立てている。
指導内容のまとまりを考慮に入れ，それぞれの学年での指導内容を明確にしている優れた実践となっている。


１  実施日：平成27年11月13 日（金）（３時間目　10時50 分～11時40分（50分））

２  学年・学級：第１学年１・２組　26名（男子12名・女子14名）　
３  単元（題材）名：球技（ネット型　バレーボール）　
４  単元（題材）について 　省略
５  単元（題材）の目標

（１）勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，役割に応じたボール操作や連携した動きによって空いた場所をめぐる攻防を展開することができるようにする。【技能】
（２）球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，自己の責任を果たそうとすること，話合いに貢献しようとすることなどや，健康・安全を確保することができるようにする。【態度】
（３）技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを理解することができるようにする。【知識】
（４）チームや自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。【思考・判断】 

６  学習活動に即した評価規準
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	運動の技能
	知識・理解

	①バレーボールの楽しさや喜びを味わい，主体的に取り組もうとしている。
②フェアプレイを大切にしようとしている。
③チームにおける自己の役割を自覚し，仲間と互いに協力しようとしている。
④作戦などの話合いに貢献しようとしている。
⑤互いに助け合い，教え合おうとしている。
⑥自他の健康や安全を確保している。
	①練習やゲームを通して自己やチームの課題を見付けている。
②自己やチームの課題に適した練習を選択したり工夫したりしている。
③作戦などの話し合いで課題解決するための適切な関わり方を見付けている。
④健康や安全を確保するために，体調に応じて適切な練習方法を選んでいる。
⑤バレーボールを継続して楽しむための自己に適した関り方を見付けている。
	①バレーボールの基本的なボール操作が安定してできる。
②相手コートの空いた場所をめぐる攻防を展開するためのボール操作ができる。
③それぞれのポジションの役割に応じて，拾ったりつないだり打ち返したりすることができる。
④連携プレイのための基本的なフォーメーションに応じた位置に動くことができる。
	①バレーボールで関連して高まる体力やその高め方について理解し具体例を挙げている。
②技術の名称や行い方について学習した具体例を挙げている。
③課題解決の方法について，理解したことを言ったり書き出したりしている。
④試合の行い方やルールについて，学習した具体例を挙げている。


７  指導と評価の計画（全13時間）
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８  本時の展開（６/13時間目）
（１）本時の目標

  ○チームで課題を解決するために効果的な練習を工夫することができる。【思考・判断】
（2）学習の展開

	
	学習活動
	指導上の留意事項
	評価規準
	評価方法

	導入

７分
	１　整列，挨拶，点呼等
２　準備運動・補強運動

３　本時の学習の見通しをもつ
	・ウオーミングアップでは，積極的に心と体の準備ができるように音楽を流す。
	
	

	展開38  分
	４　本時のめあてを確認する。

５　応用練習（10分）
６　ミーティング　（3分）
・チーム課題を確認し，その練習方法を選択する。
７　課題解決練習 （20分）
・１～２種類のメニューを選択し，チームで協力して練習する。
８　試しのゲーム  （5分）
　・練習成果を確認する。

	・キャッチに関して落下点への移動，つなぎのパスに関して高さや位置等に気づくことができるよう，助言する。
	　　　
	

	終結
５分
	７　本時のまとめを行う。
８　次時の確認・挨拶を行う。
	
	　【思考・判断】①
	　学習ノート


チームで課題に応じた効果的な練習を選択したり工夫したりしよう。











